
令和４年２月４日 

令和 4 年度当初予算説明資料 

番 号 15 

事業名 エンディングサポート事業費 

予算額 746 千円（補助金 500 千円） 

特定財源 なし 

事業の概要 

 

①死後事務についての相談窓口開設 

ひとり暮らしで身寄りがない高齢者等を対象に、自身の死後事務（亡くなっ

た後の事務的手続き）に不安のある方について、エンディングの準備を元気

なうちに整えられるよう、相談を受ける。 

②エンディングサポート（死後事務）協力事業者等の情報提供 

希望する相談者に対し、市が情報収集した協力事業者等の情報提供を行う。 

③死後事務委任契約に向けての支援 

ひとり暮らしで経済的に困窮し、身寄りがない高齢者を対象に、市が情報提

供した協力事業者等と死後事務委任契約を締結した場合、費用の一部を補助

する（代理受領）。 

・補助金額 ：1 人当たり 上限 50,000 円 

・補助対象者：次のいずれにも該当する方。 

（１） 市内に住民登録を有する 70 歳以上の単身世帯で、頼れる身寄

りがない方（約 400 人） 

（２） 市民税非課税世帯で、次の要件に該当する方（約 20％）  

         収入要件：年間収入 150 万円以下 

         資産要件：預貯金等の額が 350 万円以下  

     （１）×（２）＝約 80 人 

・補助対象者数：10 人（約 80 人の内 1 割強の見込み）  

事業の背景など 

亡くなった後の手続きは、これまでは残された家族が行うことが一般的であっ

たが、少子高齢化、核家族化が進む中、身寄りがなかったり、家族・親戚はい

ても疎遠であったり、自身が亡くなった場合の死後の手続きに不安を抱えてい

る方が増えている。 

もめん（エンディング）ノートへ自身の考えや思いを書き留める中で、元気な

うちに備えを講じることで、安心した生活が送れるようサポートを行う。 

事業スケジュール 
R4.4～8 協力事業者等情報収集、事業周知等 

H4.9～  相談窓口開設、協力事業者等情報提供開始、補助金受付開始 

担当課 健康福祉部 地域福祉課  電話 53-4080・4086 

 


